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【１】「第３次地域知財活性化行動計画」を策定しました（特許庁） 

【２】「知財アクセラレーションプログラム（IPAS）」の参加企業の公募を開始 
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【６】令和５年度外国出願補助金公募を開始しました！（しまね産業振興財団） 

【７】弁理士知財キャラバンのご案内（日本弁理士会） 

■…━…━…━…━…━…━…━イベント情報━…━…━…━…━…━…━…■  

【８】「これ、もしかして知財かも？」の企画展示をしています 

  （展示期間 6/1～6/29）（鳥取県立図書館） 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■  

【９】【知財コラム】 パテントＧＯ！ 

  「生成 AI と知財」 

   日本弁理士会中国会 弁理士 田中 俊夫 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■  

２．内 容 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【１】「第３次地域知財活性化行動計画」を策定しました（特許庁） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

特許庁は、2022 年度までの「第 2 次地域知財活性化行動計画」（2020 年 7 月 15 日 

策定）に基づき、独立行政法人工業所有権情報・研修館（INPIT）を始めとした各 

支援機関と連携を図りながら、知財分野における地域・中小企業支援を推進して  

きました。 

今般、特許庁及び INPIT が自治体等の関係主体と連携して実施する次期行動計画 

として、2025 年度までの 3 年間の「第 3 次地域知財活性化行動計画」を策定しま 

したので、お知らせします。 

引き続き、知財の取得・活用を促進することで、地域・中小企業のイノベーショ  

ン創出を支援し、我が国の成長力向上に寄与するとともに、地方創生にも資する  

ことを目指し、各取組のより一層の充実を図ってまいります。  

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.jpo.go.jp/support/chusho/koudoukeikaku.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【２】「知財アクセラレーションプログラム（IPAS）」の参加企業の公募を開始 

  します（特許庁） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  



特許庁では、事業と知財の両面でスタートアップの成長を加速させるプログラム  

「IPAS」の参加企業の公募を開始しました。 

創業時のスタートアップにおいて不足している知財に関する知識、知財戦略のリ  

ソース不足をビジネス専門家と知財専門家からなる「メンタリングチーム」が構  

築を支援。成長を加速させ、世界の競合と戦って勝ち抜いていくことを全面的に  

後押しするプログラムです。 

たくさんのご応募をお待ちしております。 

 

【募集期間】5/29(月)～6/26(月) 

【採択社数】20 社 

【申込問合せ先】 

 〒100-0005  

 東京都千代田区丸の内 3-2-3 丸の内二重橋ビルディング 

 知財アクセラレーションプログラム（IPAS）事務局（有限責任監査法人トーマツ内） 

 担当： 堀 剛郎、高木 敏幸、村上 雪恵 

 TEL： 03-6213-1251（平日 9:30～17:30） 

 メール：ipas-office@tohmatsu.co.jp 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://ipbase.go.jp/ipas/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【３】「知財活用アクションプラン」を改定しました（INPIT） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

（独）工業所有権情報・研修館（INPIT）は、更なる知財経営支援の強化を目的と 

し、産業技術環境局、中小企業庁及び特許庁と合同で「知財活用アクションプラ  

ン」を改定しました。改定のポイントは以下のとおりです。 

 

（１）地域のニーズに即したきめ細かいワンストップ知財経営支援サービスの実現  

  ・知財経営支援ネットワーク／地域知財経営支援ネットワークの構築  

（２）大学シーズをはじめとする研究開発成果の社会実装までを実現する知財戦略  

  の浸透 

  ・大学支援事業、ディープテック・スタートアップ支援事業への知財支援の  

   組込み 

  ・ナショナルプロジェクトの知財マネジメント強化 

（３）経営戦略と知財戦略の一体化 

  ・オープン＆クローズ戦略支援の強化 

  ・経営力再構築伴走支援、収益力改善支援への知財支援の組込み 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.inpit.go.jp/consul/topic/20230524.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【４】新規コンテンツリリースのお知らせ（INPIT） 



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

INPIT は、e-ラーニングサイト「IP ePlat」にて、スタートアップのエキスパー 

ト、山本飛翔弁護士と INPIT 職員の対談動画「ディープテック系スタートアップ 

の成長と知財・法務」(第１回)をリリースしました。 

INPIT 職員３名が全１０回に渡り、スタートアップと知財に関する疑問を山本弁  

護士に直球でぶつけます。 

※第２回以降の動画は毎月第２、第４水曜日に順次公開予定。  

 

知財への理解がさらに深まる動画になっておりますので、ぜひご視聴ください。  

また、アレンジ版動画を YouTube にも投稿しておりますので、こちらもぜひご 

確認ください。(※内容は同一です) 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.inpit.go.jp/jinzai/topic/info_20230512.html 

 

▽YouTube URL▽ 

https://www.youtube.com/watch?v=aha5cMeFMRU 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【５】「IP ランドスケープ支援事業」第８回公募を開始いたしました！（ INPIT） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

中小企業等の経営層が持つ「経営」や「事業」の課題に対して、市場や事業、知  

財等の分析を通じた解決策のご提案を支援いたします。例えば「経営計画の策定」  

や「販路拡大」「競争力の強化」「事業の転換」など、技術開発に限らない様々な 

課題に対して支援を行います。 

 

《第 8 回公募》 

【公募期間】5/29(月)～7/7(金) 17：00 まで 

 

【公募対象者】以下の 1～7 のいずれかに該当する方からの応募を受け付けます。 

 １．中堅企業・中小企業、個人事業者、中堅・中小企業者で構成されるグループ  

 ２．地方公共団体 

 ３．公設試験研究機関 

 ４．都道府県等中小企業支援センター 

 ５．商工会議所や商工会等 

 ６．事業協同組合 

 ７．大学、高等専門学校、高等学校等の教育機関 等 

 

【お問い合わせ先】 

 「IP ランドスケープ支援事業」事務局  PwC あらた有限責任監査法人 

  E-mail：jp_ipl_promotion@pwc.com 

 

▽公募要領、申請書等、詳細はこちらのページをご覧ください。▽  



https://www.inpit.go.jp/katsuyo/ipl/index.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【６】令和５年度外国出願補助金公募を開始しました！（しまね産業振興財団）  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

島根県内中小企業者等の戦略的な外国への特許出願等を促進するため、「中小企  

業等外国出願支援事業（外国出願補助金）」を下記のとおり公募します。  

 

【公募期間】5/29(月)～12/28(木)まで随時募集 

      ※予算の上限に達し次第、公募を締め切ります。 

【補助率・上限額】 

 ・補助率：1/2 以内 

 ・上限額：1 企業に対する上限額：300 万円（複数案件の場合） 

 ・案件ごとの上限額：特許 150 万円 

  実用新案・意匠・商標 60 万円 

  冒認対策商標（※）30 万円 

  （※）冒認対策商標：第三者による抜け駆け出願（冒認出願）の対策を  

     目的とした商標出願 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.joho-shimane.or.jp/news/wanted_subsidy/8936 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【７】弁理士知財キャラバンのご案内（日本弁理士会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

新規事業の立ち上げや販路開拓等に悩みを抱えている中小企業・スタートアップ  

企業を対象に、特許・デザイン・ブランド・コンテンツ・製造ノウハウなどの知  

的財産を活用して円滑に経営戦略を実行できるよう、知的財産の専門家である弁  

理士が訪問し、課題の抽出とその解決策の提案等を行い、知財経営コンサルティ  

ング支援を行います。 

中小企業・スタートアップ企業の皆さま、“弁理士知財キャラバン”を是非ご活用 

ください。 

 

【応募様式・提出方法】 

 「弁理士知財キャラバン訪問申請書」様式（ワード）をダウンロードのうえ、  

 必要事項を記入のうえ、添付書類とあわせて日本弁理士会事務局あてにメール  

 で提出してください。 

【募集期間】随時（予定枠に達したら受付終了） 

【費  用】無料 

【支援実施期間】2024 年 3 月末まで（予定） 

【提出先・問合せ先】 

  日本弁理士会 経営・支援室 弁理士知財キャラバン担当 

  e-mail：caravan@jpaa.or.jp 

  （訪問申請書の提出はメールにてお願いします） 



 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.jpaa.or.jp/activity/caravan/ 

■…━…━…━…━…━…━…━イベント情報━…━…━…━…━…━…━…■  

イベント情報については、以下の中国地域知的財産戦略本部 HP のイベントカレ 

ンダーを随時更新しておりますので、こちらもご活用ください。  

  

▽中国地域知的財産戦略本部 HP イベントカレンダー▽ 

https://www.chugoku.meti.go.jp/chizai/event/index.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

【８】「これ、もしかして知財かも？」の企画展示をしています  

  （展示期間 6/1～6/29）（鳥取県立図書館） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

皆様は「知的財産」と聞くとどのようなイメージをお持ちでしょうか？ 最近、 

企業の特許や商標といった知的財産（知財）を扱うテレビドラマも放送され注目  

されています。鳥取県立図書館と INPIT 知財総合支援窓口支援窓口は連携し、 

毎月１回知財無料相談会を行っています。皆様の「知的財産」に関する疑問を  

図書館で解決してみませんか？ 

 

【展示期間】6/1(木)～6/29(木) ※6/8(木)は休館日 

【場  所】鳥取県立図書館１階ロビー（正面玄関付近） 

【展示内容】・知財関連図書 

      ・知財に関するパンフレット ※ご自由にお持ち帰りいただけます 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

http://www.library.pref.tottori.jp/exhibition/-56629.html 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■  

【９】【知財コラム】 パテントＧＯ！ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・* 

企業や個人の皆様が「知的財産」に対する興味・関心を持つとともに、知識を深  

めるきっかけにしていただくことを目的に、「知的財産」に関するコラムの連載を  

しています。最前線でご活躍される弁理士の方々によるホットな情報をお届けし  

ていますので、お楽しみください。 

（日本弁理士会 中国会にご協力いただき、月２回程度配信予定です。）  

*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・* 

■□■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓  

□■□「生成 AI と知財」                ┃ 

■□－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－┃  

┃ 日本弁理士会中国会 弁理士 田中 俊夫       ┃ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

最近、ChatGPT 等の生成 AI についての話題が連日大きく取り上げられています。 



ChatGPT によれば、質問に対する回答文章の作成だけでなく、文章の添削や校正、  

要約も可能であり、更にはプログラミングまで行ってしまうようです。その他に  

も、画像や動画、音楽などのコンテンツを生み出すことができる生成 AI も存在し 

ております。 

そんな中、先日（2023 年 5 月 1 日）、一般社団法人日本ディープラーニング協会 

から「生成 AI の利用ガイドライン」（第１版）が公開されました。 

そこでは、生成 AI について、「ユーザが何らかのデータを入力して何らかの処理  

（保管、解析、生成、学習、再提供等）が行われ、その結果（生成物）を得る」  

構造だと定義され、生成 AI により生成される生成物と知的財産権との関係に関し 

ても記述されています。 

抜粋すると、生成 AI からの生成物が、既存の著作物と同一・類似している場合は、  

当該生成物を利用（複製や配信等）する行為が著作権侵害に該当する可能性がある 

こと、画像生成 AI を利用して生成した画像や、文章生成 AI を利用して生成した 

キャッチコピーなどを商品ロゴや広告宣伝などに使う行為は、他者が権利を持っ  

ている登録商標権や登録意匠権を侵害する可能性があること、生成 AI を利用して 

の創作活動に人間の「創作的寄与」があるか否かによって著作権が発生するか否  

かの結論が分かれること等が記述されております。AI 生成物を利用する場合に、 

依拠性を要件とする著作権侵害についても配慮しなければならない点については  

留意が必要です。 

今後、生成 AI をビジネスに活用するケースは益々増えていき、その活用形態もバ  

リエーションに富むものとなると思われます。生成 AI を活用するうえで知的財産 

権との関係は切り離せないものですので、ぜひ、我々弁理士にご相談頂ければ、  

お役に立てると思います。 

┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏  

 本メールサービスの内容等に対するお問合せ、ご意見、ご要望、また本メール  

 サービスの配信の希望、中止及び配信先の変更等はこちらへお願いします。  
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 経済産業省 中国経済産業局 地域経済部 産業技術連携課 知的財産室 

 住 所：〒７３０－８５３１ 広島市中区上八丁堀６番３０号 

 TEL：（０８２）２２４－５６８０ 

 E-mail: bzl-cgk-tokkyo アットマーク meti.go.jp 

         (お願い)上記「アットマーク」を「@」に変更してください。 

 ＵＲＬ：https://www.chugoku.meti.go.jp/chizai/mail_mz/index.html 
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